
　

同
社
で
は
東
京
駅
の
赤

レ
ン
ガ
な
ど
の
製
造
に
携

わ
り
、
大
正
５
年（
１
９
１

６
）に
は
24
歳
で
工
場
長
に

抜
擢
さ
れ
る
な
ど
、
前
途

を
嘱
望
さ
れ
る
人
物
で
し

た
。

　

大
正
７
年（
１

９
１
８
）瑞
浪
市

内
で
耐
火
レ
ン
ガ

生
産
工
場
の
創
立

が
計
画
さ
れ
、
真

一
は
請
わ
れ
て
帰

郷
し
て
、
美
濃
窯

　

太
田
真
一
は
現
在
の

恵
那
市
岩
村
町
に
生
ま
れ
、

土
岐
郡
立
陶
器
学
校（
現・

多
治
見
工
業
高
校
）を
卒

業
し
て
東
京
品
川
の
品
川

白
煉
瓦
㈱
に
入
社
し
ま
し

た
。

業
㈱
の
創
立
に
携
わ
り
ま

し
た
。
創
業
に
際
し
て
取

締
役
技
師
に
就
任
し
、
そ

の
後
も
社
長
、
会
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、昭
和
23
年（
１
９

４
８
）か
ら
は
多
治
見
工

高
の
校
長
を
兼
任（
２
年

間
）し
て
戦
後
の
教
育
復

興
に
努
め
た
ほ
か
、
耐
火

煉
瓦
協
会
会
長
、
窯
業
協

会
東
海
支
部
長
な
ど
を
務

め
て
業
界
の
発
展
に
も
尽

力
し
、
昭
和
36
年
に
は
紺

綬
褒
章
、
翌
37
年
に
は
藍

綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

【
解
説
】
瑞
浪
市
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課

 

砂
田　

普
司　
氏

耐
火
レ
ン
ガ
業
界
の
発
展
に
尽
力

  

太
田 

真
一

明
治
25
年（
１
８
９
2
）〜
昭
和
56
年（
１
９
８
１
）　
【
稲
津
町
】
瑞浪窯業界の
偉人シリーズ㉗

　

当
商
工
会
議
所
主
催
の

新
春
名
刺
交
換
互
礼
会
を

１
月
９
日
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
中
仙
道
に
お
い
て
、
市

内
各
界
の
代
表
者
約
１
３

０
名
が
集
ま
り
盛
大
に
開

夢
が
あ
る
』
と
、
言
わ
れ

て
い
た
。

　

果
た
し
て
、
今
の
時
代

は
ど
う
だ
ろ
う
。

催
し
た
。

　

初
め
に
鷲
尾
会
頭
か
ら

「
昨
年
の
役
員
改
選
に
お

い
て
、
再
度
、
会
頭
職
を

仰
せ
付
か
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
い
る
。

　

本
年
度
か
ら
、
よ
り
充

実
し
た
き
め
細
や
か
な
執

行
体
制
を
確
立
す
る
為
、

副
会
頭
を
１
名
増
員
し
、

４
名
体
制
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　

今
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
。
前
回
の
東

京
五
輪
が
開
催
さ
れ
た
時

は
、『
生
活
は
苦
し
い
が

　

水
野
光
二
市
長
が
掲
げ

る
、『
幸
せ
実
感
都
市
み

ず
な
み
』
が
、
さ
ら
に
実

現
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、

老
い
も
若
き
も
夢
の
あ
る

１
年
間
が
送
れ
る
よ
う
に
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
。

　

続
い
て
昨
年
の
互
礼
会

以
降
に
瑞
浪
商
工
会
議
所

の
役
員
に
就
任
し
て
い
た

だ
い
た
８
名
の
紹
介
が
あ

り
、
そ
の
後
、
会
頭
特
別

表
彰
、
快
適
空
間
賞
の
表

彰
式
を
行
っ
た
。

会
頭
特
別
表
彰

「
感
動
あ
り
が
と
う
賞
」

中
京
学
院
大
学
附

属
中
京
高
等
学
校

硬
式
野
球
部

　

第
１
０
１
回
全
国
高
等

学
校
野
球
選
手
権
岐
阜
大

会
で
大
垣
日
大
を
７
回
逆

転
で
破
り
優
勝
、全
国
大

会
に
お
い
て
も
、初
戦
の

北
照
戦
、優
勝
候
補
の
東

海
大
相
模
戦
、準
々
決
勝

の
作
新
学
院
戦
の
３
試
合

す
べ
て
を
逆
転
で
破
り
ベ

ス
ト
４
に
輝
い
た
。準
決

勝
で
は
星
稜
に
敗
れ
た
も

の
の
、最
後
ま
で
決
し
て

あ
き
ら
め
な
い
大
活
躍
は

「
ミ
ラ
ク
ル
中
京
」の
名
で

全
国
に
感
動
を
呼
び
、生

徒
、市
民
一
丸
と
な
っ
て

の
熱
い
応
援
が
瑞
浪
市
に

一
体
感
と
高
揚
感
を
も
た

ら
し
た
。

中
京
学
院
大
学
附

属
中
京
高
等
学
校

軟
式
野
球
部

　

第
64
回
全
国
高
等
学
校

軟
式
野
球
選
手
権
大
会
決

勝
戦
で
西
中
国
代
表
・
崇

徳
高
校(

広
島)

を
５
対

２
で
破
り
優
勝
、地
道
な

練
習
に
裏
打
ち
さ
れ
た
堅

い
守
り
と
粘
り
強
い
打
線

に
よ
る
快
進
撃
を
見
せ
、

史
上
２
校
目
の
３
連
覇
、

史
上
最
多
10
度
目
の
全
国

制
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

　

続
く
第
74
回
国
民
体
育

大
会
決
勝
戦
で
も
仙
台
商

（
宮
城
）を
１
対
０
で
下
し

２
年
連
続
全
試
合
完
封
で

勝
利
、３
年
連
続
２
冠
の

偉
業
を
達
成
し
、瑞
浪
市

民
に
感
動
を
与
え
た
。

快
適
空
間
賞

瑞
浪
市
立

瑞
浪
北
中
学
校

　

瑞
陵
中
学
校
・
日
吉
中

学
校
・
戸
中
学
校
の
３

校
が
統
合
し
、平
成
30
年

12
月
に
新
た
な
学
校
と
し

て
完
成
。新
築
校
で
は
全

国
初
の
ス
ー
パ
ー
エ
コ
ス

ク
ー
ル
と
な
る
。消
費
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
た
め
の
様
々
な
仕
組

み
を
備
え
て
い
る
。自
然

の
光
、風
、熱
を
最
大
限
に

利
用
す
る
構
造
や
瑞
浪
市

産
を
含
む
地
元
の
材
料
を

多
く
使
用
し
て
、快
適
で

温
か
み
の
あ
る
空
間
に
な

っ
て
い
る
。登
り
窯
の
仕

組
み
に
倣
っ
た
廃
熱
構
造

や
、敷
地
か
ら
出
土
し
た

ク
ジ
ラ
の
化
石
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
体
育
館
、巻
貝

の
化
石
の
よ
う
な
螺
旋
階

段
な
ど
様
々
な
所
に
瑞
浪

ら
し
さ
が
表
現
さ
れ
た
作

り
で
あ
る
。

快
適
空
間
賞

　

豊
か
で
快
適
な
住
み
よ

い
瑞
浪
の
街
づ
く
り
の
一

環
と
し
て「
快
適
空
間
賞
」

を
制
定
し
、快
適
な
空
間

づ
く
り
に
努
力
さ
れ
た
個

人
・
法
人
・
団
体
を
表
彰

す
る
。

▲太田真一の半生を記
した伝記。市民図書
館で閲覧等できます。

▲岐阜県議会議員小川祐輝氏による乾杯で懇親会スタート

▲瑞浪北中学校航空写真

▲令和２年会頭特別表彰・快適空間賞受賞者の皆さん

▲新春名刺交換互例会会頭挨拶

▲化石発見を記念に生徒たち
の手で作成されたレリーフ

老
い
も
若
き
も
夢
の
あ
る

 

１
年
間
が
送
れ
る
よ
う
に
！

２
０
２
０
年 

新
春
名
刺
交
換
互
礼
会

会
頭
特
別
表
彰

中
京
学
院
大
学
附
属
中
京
高
等
学
校
硬
式
野
球
部

中
京
学
院
大
学
附
属
中
京
高
等
学
校
軟
式
野
球
部

快
適
空
間
賞　

瑞
浪
市
立
瑞
浪
北
中
学
校

令
和
２
年 

会
頭
特
別
表
彰
・
快
適
空
間
賞
表
彰
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おじゃま
します

リレー訪問リレー訪問

相
談
所
だ
よ
り

補
助
金
の
ご
相
談
は
会
議
所
へ

瑞
浪
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

☎
０
５
７
２
‐
６
７
‐
２
２
２
２

　

０
５
７
２
‐
６
７
‐
２
２
３
０

info
@
m
zcci.o

r.jp

FAX

事業に関するご相談は、瑞浪商工会議所までお気軽にご連絡ください。☎ 67-2222

今
回
は
新
日
本
印
刷
株
式
会
社
さ

ん
の
ご
紹
介
で
日
本
バ
ル
ブ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ズ
株
式
会
社
さ
ん
を
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
業

昭
和
56
年
に
日
本
興
産
の
営
業
部

と
技
術
部
を
分
け
て
分
社
化
し
、
営
業

部
が
日
本
バ
ル
ブ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
株

式
会
社
、
技
術
部
が
株
式
会
社
ヴ
ァ
ル

テ
ッ
ク
と
し
て
名
古
屋
市
中
村
区
に
て

開
業
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
当
時
、

稲
沢
に
あ
っ
た
工
場
が
手
狭
に
な
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
17
年
に
瑞
浪
工

場
を
開
設
し
ま
し
た
。

そ
の
後
平
成
23
年
に
第
２
工
場
、
平

成
29
年
に
第
３
工
場
を
増
設
い
た
し
ま

し
た
。

平
成
22
年
に
は
、
上
海
に
販
売
拠

点
を
も
う
け
、
海
外
展
開
を
図
っ
て
い

社
員
に
は
残
業
を
基
本
的
に
は
し

な
く
て
よ
い
よ
う
な
対
策
を
し
て
お
り
、

少
し
で
も
快
適
に
働
い
て
も
ら
え
る
様

な
環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

将
来
に
向
け
て

日
本
で
は
バ
ル
ブ
産
業
は
飽
和
状

態
に
近
い
の
で
、
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ

ン
に
対
し
て
評
価
が
高
い
海
外
で
展
開

を
図
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
後
様
々
な
注
文
に
対
し
て
、
よ

り
効
率
よ
く
運
営
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

趣
味

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
今
は
週
4

回
ほ
ど
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
体
を
動
か
し
、
汗

を
流
さ
す
事
で
健
康
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
料
理
も
好
き
で
、
土
日
は

私
が
担
当
し
ま
す
。
今
は
、
い
か
に
手

軽
に
短
時
間
で
数
種
類
の
料
理
が
で
き

る
か
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
バ
ル
ブ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ズ
株
式
会
社

瑞
浪
市
山
田
町
２
０
０
１

瑞
浪
工
場
長　
岡
田　
直
輝

 

☎
６
６
‐
３
８
６
５

次
回
は
エ
ミ
ッ
ク
株
式
会
社
瑞

浪
受
託
試
験
セ
ン
タ
ー
さ
ん
を
訪
問

し
ま
す
。

ま
す
。

私
は
、
最
初
ヴ
ァ
ル
テ
ッ
ク
に
入

社
し
、
そ
の
後
結
婚
を
機
に
日
本
バ
ル

ブ
ゴ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
に
移
籍
し
、
瑞
浪

工
場
長
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

仕
事
内
容

工
業
用
バ
ル
ブ
の
開
発
・
製
造
・

販
売
で
す
。
主
に
下
水
処
理
場
や
工
場
、

消
防
車
、
船
等
の
配
管
に
使
用
さ
れ
る

バ
ル
ブ
を
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

配
管
を
流
れ
る
も
の
に
は
、
蒸
気

や
薬
品
、
燃
料
な
ど
色
々
あ
り
、
様
々

な
用
途
に
合
わ
せ
て
、
バ
ル
ブ
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

当
社
の
メ
イ
ン
商
品
は
自
動
バ
ル

ブ
で
手
の
ひ
ら
に
乗
る
よ
う
な
も
の
か

ら
、
ひ
と
の
手
で
は
も
て
な
い
よ
う
な

も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
主
に
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
操

作
部
や
バ
ル
ブ
は
部
品
と
し
て
持
っ
て

い
て
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
よ
り
、
そ

れ
を
最
適
に
な
る
よ
う
に
組
み
立
て
て

納
品
し
て
い
ま
す
。
工
場
で
は
部
品
レ

ベ
ル
で
の
管
理
な
の
で
、
品
質
と
在
庫

管
理
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
、
注
文
に
よ
っ

て
は
納
期
に
影
響
が
あ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

モ
ッ
ト
ー

少
数
精
鋭
の
企
業
で
す
の
で
、
個
々

の
技
術
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
よ
り
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
環
境
に

も
優
し
い
製
品
づ
く
り
に
力
を
い
れ
て

お
り
、
環
境
に
影
響
す
る
材
料
は
、
出

来
る
だ
け
使
わ
な
い
よ
う
な
製
品
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
部
品
一

つ
一
つ
に
問
題
な
い
事
の
確
認
は
、
徹

底
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算

案
に
お
い
て
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
支
援
事
業

と
し
て
、「
も
の
づ
く
り
・

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
経
営
力

向
上
支
援
補
助
金
（
も
の

づ
く
り
補
助
金
）」
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
も

な
く
募
集
が
開
始
さ
れ
ま

す
。申

請
を
お
考
え
の
方
は
、

補
助
対
象
事
業
の
内
容
を

検
討
の
上
、
申
請
の
準
備

を
始
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
例
え

ば
、
設
備
投
資
に
補
助
金

利
用
を
お
考
え
の
方
は
、

設
備
投
資
に
よ
っ
て
何
を

し
た
い
の
か
等
具
体
的
な

構
想
を
練
る
こ
と
や
、
事

業
計
画
（
３
〜
５
年
）
を

策
定
す
る
等
の
準
備
が
有

効
で
す
。

決
算
・
確
定
申
告
の
準

備
は
お
済
み
で
す
か
？

　

瑞
浪
商
工
会
議
所
で
は

決
算
・
確
定
申
告
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
事
前
に
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

※
記
帳
相
談
料
が
必
要
で
す
。

■
場
所

瑞
浪
商
工
会
議
所

■
日
時

２
月
17
日
㈪
、
26
日
㈬
、

３
月
２
日
㈪
、
５
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

ま
た
、
事
前
に
Ｇ
ビ
ズ

Ｉ
Ｄ
（
一
つ
の
ア
カ
ウ
ン

ト
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き

る
認
証
シ
ス
テ
ム
）
の
取

得
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
取
得
手
続
き

■
持
ち
物

　

昨
年
度
の
決
算
書
・
確

定
申
告
書
の
控
え
、
帳
簿
、

国
民
健
康
保
険
、
国
民
年

金
、
生
命
保
険
・
個
人
年

金
、
損
害
保
険
料
、
寄
付

金
等
の
控
除
証
明
書
、
医

療
費
の
領
収
証
（
人
別
に

集
計
を
お
願
い
し
ま
す
）、

配
偶
者
の
源
泉
徴
収
票
、

障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
筆

記
用
具
・
電
卓　

等
々

※
事
業
主
と
そ
の
控
除
対

象
と
な
る
配
偶
者
や
扶
養

親
族（
16
歳
未
満
も
含
む
）

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
消
費
税
の
申
告

を
さ
れ
る
方
は
、
10
月
か

ら
の
消
費
税
率
変
更
に
伴

い
、
売
上
等
を
９
月
ま
で

の
分
と
、
10
月
か
ら
の
８

％
分
、
10
％
分
と
に
分
け

て
そ
れ
ぞ
れ
集
計
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

瑞
浪
商
工
会
議
所

☎
６
７
‐
２
２
２
２

を
し
て
く
だ
さ
い
。

公
募
開
始
等
の
詳
細
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
、
瑞
浪

商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
紙

面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

岡田　直輝氏

畳替・家具の移動もすべておまかせ下さい。畳替・家具の移動もすべておまかせ下さい。畳替・家具の移動もすべておまかせ下さい。
一級技能士の店

名滝の小木曽畳店
（小木曽成政　真司）

瑞浪市土岐町名滝
TEL 68－3663　FAX 68－3954

｢
も
の
づ
く
り
補
助
金｣

ま
も
な
く
公
募
開
始
！

 

早
め
の
ご
準
備
を
！

決
算
・
確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！

決
算
・
確
定
申
告
相
談
の
お
知
ら
せ

　

運
転
資
金
・
設
備
資
金

と
も
に
１
年
間
利
子
補
給

が
行
わ
れ
ま
す
。
要
件
等

が
あ
り
ま
す
の
で
、ま
ず
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
融
資
限
度
額

 

２
０
０
０
万
円

■
融
資
利
率 

１
・
21
％

 

（
２
月
１
日
現
在
）

■
返
済
期
間

　

運
転
資
金 

７
年
以
内

　

設
備
資
金 

10
年
以
内

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

瑞
浪
商
工
会
議
所

　

個
人
事
業
主
や
会
社
役

員
、
経
営
者
な
ど
が
事
業

を
廃
止
・
会
社
を
退
職
す

る
際
に
、
そ
れ
ま
で
積
み

立
て
た
お
金
（
掛
金
）
に

応
じ
て
給
付
金
を
受
け
取

れ
る
共
済
制
度
で
す
。

●
掛
金
の
金
額
は
、
小
規

模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除

と
し
て
、
課
税
対
象
所
得

か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

共
済
金
は
、
退
職
所
得
扱

い
ま
た
は
、
公
的
年
金
等

の
雑
所
得
扱
い
で
す
。

●
毎
月
の
掛
金
は
１
０
０

０
〜
７
０
０
０
０
円
の
範

囲
内
（
５
０
０
円
単
位
）

で
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
瑞
浪
商
工

会
議
所
ま
で
。

マ
ル
経
融
資
制
度

無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利

経
営
者
の
退
職
金
制
度

小
規
模
企
業
共
済
に

 

ご
加
入
を
！

アンガーマネジメント
セミナー
アンガーマネジメントとは、アンガー

（怒り）をマネジメントする（上手に付
き合う）ための心理技術です。自分自身
の怒りを理解しコントロールすること
で、怒りに振り回されることがなくなり
ます。怒る必要のあることは上手に怒れ、
怒る必要のないことには怒らなくてすむ
ようになります!

◆日　時 2020年2月27日（木）13：30～15：30
◆会　場 瑞浪商工会議所２階大ホール（瑞浪市寺河戸町1043-2）
◆参加費 ユーザ協会・瑞浪商工会議所会員：1,100円
 　　　　　　　　　　　　　一般：3,300円
 　　　　　　　　　※参加費は当日現金でお願いします。

◆定　員　30名（最少催行人員15名）　※定員になり次第、締め切らせていただきます。

（公財）日本電信電話ユーザ協会瑞浪地区協会事務局
☎（0572）67-2222（瑞浪商工会議所内）問合せ先

講 師
遠藤オフィス 代表
遠藤 明日香氏

「あおぞら共済」契約者配当金のご案内
当商工会議所では、会員事業所の福利厚生の充実を図るため、「あおぞら共済」（月額800円～）
の加入を勧め、多くの会員の皆様にご加入いただいております。この度、下記保険期間の契約者
配当金が決定し、ご指定の口座へ振込みをさせて頂きますのでお知らせ致します。
■振込予定日　令和2年2月中旬～　　■配当金　1口　1,537円（60歳未満の加入者平均）
■保 険 期 間　平成30年10月1日～令和元年9月30日
詳細については、商工会議所共済係☎67-2222までお問い合わせください。※入院見舞金、結婚・出産祝金のご請求をお忘れなく。

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
モ
ッ
ト
ー
に

瑞
浪
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ク
内

 

日
本
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